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(57)【要約】
【課題】効率の良い乾燥性能と省エネを実現するドラム
式洗濯乾燥機を提供すること。
【解決手段】制御手段は、洗浄、すすぎ、脱水のいずれ
かの工程開始時において、ヒートポンプ装置３０内で、
冷媒温度センサ３９にて冷媒３７温度を検知し、その冷
媒３７温度が所定温度以下で、かつ、入力部１４にて設
定水温値が所定水温値以上の運転コースが選択された場
合に、圧縮機３２を低速回転させることにより、または
、通電のみをさせることにより、冷媒３７温度を所定温
度以上に上昇させて、乾燥工程へ移行させる。
【選択図】図４



(2) JP 2014-94202 A 2014.5.22

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
衣類を収容する回転ドラムと、
洗濯機本体内に収容され、前記回転ドラムを回転自在に内包する水槽と、
前記回転ドラム内に供給する乾燥用空気を生成し、圧縮機、放熱器、減圧器、および吸熱
器を、冷媒が充填される配管で連結されたヒートポンプ装置と、
前記冷媒の温度を検知する冷媒温度センサと、
前記圧縮機を加熱する加熱手段と、
前記水槽と前記ヒートポンプ装置を連結して乾燥用空気を循環させる循環風路と、
前記循環風路に送風する送風手段と、
運転コース等の工程内容を入力設定する入力部と、
洗浄、すすぎ、脱水、乾燥などの一連の工程を逐次制御する制御手段とを備え、
前記制御手段は、前記冷媒温度センサにて検知した温度が所定温度以下で、かつ、前記入
力部にて設定水温値が所定水温値以上の運転コースが選択された場合に、前記加熱手段に
より前記圧縮機を加熱してから乾燥工程に移行する洗濯乾燥機。
【請求項２】
前記冷媒温度センサによる温度検知は、前記脱水工程の開始以前に行われる請求項１に記
載の洗濯乾燥機。
【請求項３】
前記冷媒温度センサによる温度検知は、前記洗浄工程の開始以前に行われる請求項２に記
載の洗濯乾燥機。
【請求項４】
衣類を収容する回転ドラムと、
洗濯機本体内に収容され、前記回転ドラムを回転自在に内包する水槽と、
前記回転ドラム内に供給する乾燥用空気を生成し、圧縮機、放熱器、減圧器、および吸熱
器を、冷媒が充填される配管で連結されたヒートポンプ装置と、
前記圧縮機を加熱する加熱手段と、
前記水槽と前記ヒートポンプ装置を連結して乾燥用空気を循環させる循環風路と、
前記循環風路の温度を検知する風路温度センサと、
前記循環風路に送風する送風手段と、
運転コース等の工程内容を入力設定する入力部と、
洗浄、すすぎ、脱水、乾燥などの一連の工程を逐次制御する制御手段とを備え、
前記制御手段は、前記風路温度センサにて検知した温度が所定温度以下で、かつ、前記入
力部にて設定水温値が所定水温値以上の運転コースが選択された場合に、前記加熱手段に
より前記圧縮機を加熱してから乾燥工程に移行する洗濯乾燥機。
【請求項５】
前記風路温度センサによる温度検知は、前記脱水工程の開始以前に行われる請求項４に記
載の洗濯乾燥機。
【請求項６】
前記風路温度センサによる温度検知は、前記洗浄工程の開始以前に行われる請求項５に記
載の洗濯乾燥機。
【請求項７】
前記加熱手段は、前記圧縮機を低速回転させることにより行われる請求項１～６のいずれ
か１項に記載の洗濯乾燥機。
【請求項８】
前記加熱手段は、前記圧縮機の通電のみをさせることにより行われる請求項１～６のいず
れか１項に記載の洗濯乾燥機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、衣類の洗濯機能と乾燥機能とを備えた洗濯乾燥機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、この種の洗濯乾燥機は、ヒートポンプ装置を用いて、ドラム内の空気を除湿、加
熱し、再度ドラム内へ供給することにより衣類の乾燥を行なう構成が提案されてきた（例
えば、特許文献１参照）。
【０００３】
　図６は、特許文献１に記載された従来の洗濯乾燥機の縦断面図を一部模式化した図であ
る。
【０００４】
　図６において、筺体５１内に揺動自在に支持された外槽５２を前上がりに配置し、外槽
５２内に、ドラム５３を回転自在に配置している。ドラム５３はモータ５４によって回転
駆動される。筺体５１と外槽５２の間の上部空間にヒートポンプ装置５５を配置している
。
【０００５】
　ヒートポンプ装置５５は、ヒートポンプ装置外郭５６と、圧縮機５７と、吸熱器５８と
、減圧器５９と、放熱器６０で構成されている。ヒートポンプ装置外郭５６の底面は外槽
５２に沿って前上がり傾斜となっており、ヒートポンプ装置外郭５６の底面傾斜部に除湿
水排水口６１を設けてあり、除湿水排水口６１と外槽５２を除湿水排水通路６２で連結さ
せている。外槽５１とヒートポンプ装置５５はダクト６３で連結され循環風路６４を構成
してあり、循環風路６４に吸熱器５８と放熱器６０を配置している。また、ヒートポンプ
装置５５の後方に送風機６５を設けている。
【０００６】
　ヒートポンプ装置５５は、配管等で連結され冷媒が充填されている。圧縮機５７にて冷
媒を高温高圧とし、放熱器６０にて外部と熱交換を行い、外部に熱を与え液化する。その
後、減圧器５９で低温低圧となり、次に置かれた吸熱器５８にて外部と熱交換を行い、外
部の熱を奪い気化する。気化した冷媒は圧縮機５７へと戻り、一連の冷凍サイクルを形成
する。
【０００７】
　そして、吸熱器５８の上流近傍にリントフィルタ６６を配置し、乾燥時に洗濯物から発
生する糸屑類を捕集するようになっている。
【０００８】
　上記構成において、送風機６５の動作により循環風路６４にて外槽５２、吸熱器５８、
放熱器６０、外槽５２の順に空気が循環している。圧縮機５７の動作により、放熱器６０
にて空気を加熱し、この加熱された空気は外槽５２からドラム５３に供給される。そして
、ドラム５３内の衣類から水分を奪って多湿となった空気はドラム５３から外槽５２に出
て、再び吸熱器５８に供給される。ここで空気は冷却されて除湿され、除湿水が発生する
。発生した除湿水は、除湿水排水口６１から除湿水排水通路６２を通じて外槽５２に自然
排水され、排水経路６７を通じて機外に排出される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】特開２０１０－１０６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　しかしながら、前記従来の構成では、冷媒の圧力を適当に保つため、冷媒温度等に応じ
て圧縮機の回転数が制御されており、運転開始時は理想とする冷凍サイクルから離れてい
る場合もあるため、運転開始時においては圧縮機の回転数を高く設定し、できるだけ早期
に理想とする冷凍サイクルに達することが望ましいが、洗濯乾燥機が設置されている雰囲
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気温度が低い場合に、ヒートポンプ装置内の冷媒が一部液化することがあったり、また、
例えば温水を用いた運転コースの場合に、洗浄で温められた衣類を脱水すると、温風がヒ
ートポンプ装置まで達して、冷媒が圧縮機内にて液化し、堆積したりすることがある。こ
れらの状態で乾燥運転を開始すると、ヒートポンプ装置の性能が所定通りに発揮できない
という課題があった。
【００１１】
　本発明は、前記従来の課題を解決するもので、雰囲気温度が低く、かつ、温水を用いた
洗濯～乾燥運転時に、洗濯工程において圧縮機の予備運転を行なって、冷媒温度を上昇さ
せて、乾燥工程開始時に、圧縮機の回転数を高くすることにより、ヒートポンプ装置の性
能を所定通りに効率良く発揮でき、省エネ性能も高くすることができるという洗濯乾燥機
を提供することを目的とするものである。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　前記従来の課題を解決するために、本発明の洗濯乾燥機は、洗濯機本体と、衣類を収容
する回転ドラムと、洗濯機本体内に収容され、前記回転ドラムを回転自在に内包する水槽
と、前記回転ドラム内に供給する乾燥用空気を生成し、圧縮機、放熱器、減圧器、および
吸熱器を、冷媒が充填される配管で連結されたヒートポンプ装置と、前記冷媒の温度を検
知する冷媒温度センサと、前記圧縮機を加熱する加熱手段と、前記水槽と前記ヒートポン
プ装置を連結して乾燥用空気を循環させる循環風路と、前記循環風路に送風する送風手段
と、運転コース等の工程内容を入力設定する入力部と、洗浄、すすぎ、脱水、乾燥などの
一連の工程を逐次制御する制御手段とを備え、前記制御手段は、前記冷媒温度センサにて
検知した温度が所定温度以下で、かつ、前記入力部にて設定水温値が所定水温値以上の運
転コースが選択された場合に、前記加熱手段により前記圧縮機を加熱してから乾燥工程に
移行するものである。
【００１３】
　また、本発明のドラム式洗濯乾燥機は、洗濯機本体と、衣類を収容する回転ドラムと、
洗濯機本体内に収容され、前記回転ドラムを回転自在に内包する水槽と、前記回転ドラム
内に供給する乾燥用空気を生成し、圧縮機、放熱器、減圧器、および吸熱器を、冷媒が充
填される配管で連結されたヒートポンプ装置と、前記圧縮機を加熱する加熱手段と、前記
水槽と前記ヒートポンプ装置を連結して乾燥用空気を循環させる循環風路と、前記循環風
路の温度を検知する風路温度センサと、前記循環風路に送風する送風手段と、運転コース
等の工程内容を入力設定する入力部と、洗浄、すすぎ、脱水、乾燥などの一連の工程を逐
次制御する制御手段とを備え、前記制御手段は、前記風路温度センサにて検知した温度が
所定温度以下で、かつ、前記入力部にて設定水温値が所定水温値以上の運転コースが選択
された場合に、前記加熱手段により前記圧縮機を加熱してから乾燥工程に移行するもので
ある。
【００１４】
　これによって、洗濯時に温水で洗浄を行った場合でも、ヒートポンプサイクル内の冷媒
を保持することができ、ヒートポンプサイクルを迅速に最適な状態に立ち上げて、乾燥運
転開始時の乾燥性能を向上させることができる。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明の洗濯乾燥機は、乾燥工程前に圧縮機の予備運転を行い、圧縮機や冷媒を事前に
温めることにより、ヒートポンプ装置の性能を所定通りに発揮することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明の実施の形態１におけるドラム式洗濯乾燥機の縦断面図
【図２】同ドラム式洗濯乾燥機の後方からの内部斜視図
【図３】同ドラム式洗濯乾燥機のヒートポンプ装置の構成を示す平面図
【図４】同ドラム式洗濯乾燥機の乾燥工程前における圧縮機の制御フローチャート
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【図５】本発明の実施の形態２における洗濯乾燥機の模式図
【図６】従来のドラム式洗濯乾燥機の縦断面図を一部模式化した図
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　本発明の洗濯乾燥機は、洗濯機本体と、衣類を収容する回転ドラムと、洗濯機本体内に
収容され、前記回転ドラムを回転自在に内包する水槽と、前記回転ドラム内に供給する乾
燥用空気を生成し、圧縮機、放熱器、減圧器、および吸熱器を、冷媒が充填される配管で
連結されたヒートポンプ装置と、前記冷媒の温度を検知する冷媒温度センサと、前記圧縮
機を加熱する加熱手段と、前記水槽と前記ヒートポンプ装置を連結して乾燥用空気を循環
させる循環風路と、前記循環風路に送風する送風手段と、運転コース等の工程内容を入力
設定する入力部と、洗浄、すすぎ、脱水、乾燥などの一連の工程を逐次制御する制御手段
とを備え、前記制御手段は、前記冷媒温度センサにて検知した温度が所定温度以下で、か
つ、前記入力部にて設定水温値が所定水温値以上の運転コースが選択された場合に、前記
加熱手段により前記圧縮機を加熱してから乾燥工程に移行するものである。
【００１８】
　これにより、ヒートポンプ装置の性能を所定通りに効率良く発揮でき、省エネルギー性
能を高くすることができる。
【００１９】
　上記構成において、前記冷媒温度センサによる温度検知は、前記脱水工程の開始以前に
行われることとしてもよい。
【００２０】
　これにより、脱水工程の開始以前に温度検知をするので、乾燥工程よりも早くに圧縮機
の加熱が必要か否かを判断することができる。よって、効率的に乾燥運転に移行できる。
さらに、水槽内の所定温度以上の洗濯水により、水槽内の温度は高くなっている。脱水工
程時に、回転ドラムが高速で回転すると、回転ドラムが送風手段となり、水槽内の温かい
空気が循環風路からヒートポンプ装置に導入される。脱水工程の開始以前に冷媒温度セン
サによる温度検知を行うことにより、洗濯水の温度の影響を受けずに温度検知をすること
ができ、精度よく冷媒の温度検知を行うことができる。
【００２１】
　上記構成において、前記冷媒温度センサによる温度検知は、前記洗浄工程の開始以前に
行われることとしてもよい。
【００２２】
　これにより、乾燥工程よりも早くに圧縮機の加熱が必要か否かを判断することができる
。よって、効率的に乾燥運転に移行できる。また、洗浄工程の温かい洗濯水が使用される
よりも前に、冷媒温度センサによる温度検知を行うことができ、洗濯水の温度の影響を受
けずに温度検知をすることができる。このため、精度よく冷媒の温度検知をおこなうこと
ができる。
【００２３】
　また、本発明の洗濯乾燥機は、衣類を収容する回転ドラムと、洗濯機本体内に収容され
、前記回転ドラムを回転自在に内包する水槽と、前記回転ドラム内に供給する乾燥用空気
を生成し、圧縮機、放熱器、減圧器、および吸熱器を、冷媒が充填される配管で連結され
たヒートポンプ装置と、前記圧縮機を加熱する加熱手段と、前記水槽と前記ヒートポンプ
装置を連結して乾燥用空気を循環させる循環風路と、前記循環風路の温度を検知する風路
温度センサと、前記循環風路に送風する送風手段と、運転コース等の工程内容を入力設定
する入力部と、洗浄、すすぎ、脱水、乾燥などの一連の工程を逐次制御する制御手段とを
備え、前記制御手段は、前記風路温度センサにて検知した温度が所定温度以下で、かつ、
前記入力部にて設定水温値が所定水温値以上の運転コースが選択された場合に、前記加熱
手段により前記圧縮機を加熱してから乾燥工程に移行するものである。
【００２４】
　これにより、ヒートポンプ装置の性能を所定通りに効率良く発揮でき、省エネルギー性
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能を高くすることができる。
【００２５】
　上記構成において、前記風路温度センサによる温度検知は、前記脱水工程の開始以前に
行われることとしてもよい。
【００２６】
　これにより、脱水工程の開始以前に温度検知をするので、乾燥工程よりも早くに圧縮機
の加熱が必要か否かを判断することができる。よって、効率的に乾燥運転に移行できる。
さらに、水槽内の所定温度以上の洗濯水により、水槽内の温度は高くなっている。脱水工
程時に、回転ドラムが高速で回転すると、回転ドラムが送風手段となり、水槽内の温かい
空気が循環風路からヒートポンプ装置に導入される。脱水工程の開始以前に風路温度セン
サによる温度検知を行うことにより、洗濯水の温度の影響を受けずに温度検知をすること
ができ、精度よく風路の温度検知を行うことができる。
【００２７】
　上記構成において、前記風路温度センサによる温度検知は、前記洗浄工程の開始以前に
行われることとしてもよい。
【００２８】
　これにより、洗浄工程の温かい洗濯水が使用されるよりも前に、風路温度センサによる
温度検知を行うことができ、洗濯水の温度の影響を受けずに温度検知をすることができる
。このため、精度よく冷媒の温度検知を行うことができる。
【００２９】
　上記構成において、前記加熱手段は、前記圧縮機を低速回転させることにより行われる
こととしてもよい。
【００３０】
　これによって、洗濯時に温水で洗浄を行った場合でも、ヒートポンプサイクル内の冷媒
を保持することができ、ヒートポンプサイクルを迅速に最適な状態に立ち上げて、乾燥運
転開始時の乾燥性能を向上させることができる。
【００３１】
　上記構成において、前記加熱手段は、前記圧縮機の通電のみをさせることにより行われ
ることとしてもよい。
【００３２】
　これにより、圧縮機の通電により冷媒が加熱され、ヒートポンプ装置の性能を所定どお
りに効率よく発揮でき、省エネルギー性能を高くすることができる。
【００３３】
　以下、発明の実施の形態について、図面を参照しながら説明する。また、この実施の形
態によって本発明が限定されるものではない。
【００３４】
　（実施の形態１）
　図１は本発明の実施の形態１におけるドラム式洗濯乾燥機の縦断面図、図２は後方から
の内部斜視図である。
【００３５】
　図１、図２において、回転ドラム１は、有底円筒形に形成し外周部に多数の通水孔２を
全面に設け、水槽３内に回転自在に配設している。回転ドラム１の回転中心に傾斜方向に
回転軸（回転中心軸）４を設け、回転ドラム１の軸心方向を正面側から背面側に向けて下
向きに傾斜させている。この回転軸４に、水槽３の背面に取り付けたモータ５を連結し、
回転ドラム１を正転、逆転方向に回転駆動する。また、回転ドラム１の内壁面には衣類撹
拌用の複数個の突起板６を設けている。
【００３６】
　水槽３の正面側の上向き傾斜面に設けた開口部を蓋体７により開閉自在に覆い、この蓋
体７を開くことにより衣類出入口８を通して回転ドラム１内に洗濯物を出し入れできるよ
うにしている。
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【００３７】
　水槽３は、洗濯機本体１００下方の防振部材９等により揺動可能に防振支持され、水槽
３の下部に排水経路１０の一端を接続し、排水経路１０の他端を排水弁（排水手段）１１
に接続して、水槽３内の洗濯水を排水するようにしている。給水弁（給水手段）１２は、
給水経路１３を通して水槽３内に水を給水するものである。
【００３８】
　制御手段（図示せず）を有する制御装置５０は、洗濯機本体１００の中の前面下部に配
置されており、モータ５、排水弁１１、給水弁１２、ヒートポンプ装置３０、送風機４０
等を制御している。
【００３９】
　なお、本実施の形態では、回転ドラム１の回転中心に傾斜方向に回転軸４を設け、回転
ドラム１の軸心方向を正面側から背面側に向けて下向きに傾斜させて配設しているが、水
平方向に配設してもよい。
【００４０】
　モータ５は、直流ブラシレスモータ等で構成され、制御手段およびモータ駆動回路（図
示せず）等により正逆回転、および回転数可変に制御されると共に、電流検知回路（図示
せず）からの信号により、モータ５に加わる負荷、即ち洗濯物の量を検知する。
【００４１】
　衣類の乾燥には、回転ドラム１内に供給する乾燥用空気を生成するヒートポンプ装置３
０を用い、循環給気風路４１、循環排気風路４３、送風機４０、回転ドラム１、ヒートポ
ンプ装置３０とで循環風路４７を形成する。
【００４２】
　なお、送風機４０は、制御手段およびファン駆動回路（図示せず）等によりファンの回
転数を制御することを可能としており、用途に応じた回転数を設定することができる。ま
た、ヒートポンプ装置３０を洗濯機本体１００下部に設置しているが、上部に設置しても
よいし、送風機４０は、ヒートポンプ装置３０と直接連結しているが、離れた場所に設置
してもよい。
【００４３】
　乾燥工程では、ヒートポンプ装置３０にて加温した高温低湿の乾燥用空気を送風機４０
にて循環給気風路４１、吹出し口４２を通して回転ドラム１内へ送り、回転ドラム１の湿
った洗濯物と接触させることで低温高湿の空気を作る。この低温高湿の空気は循環排気風
路４３からヒートポンプ装置３０に入り、ヒートポンプ装置３０内にて除湿、加温されて
再び回転ドラム１へ送られ、これら一連のサイクルにて衣類の除湿、乾燥を可能とする。
【００４４】
　なお、循環風路４７には空気温度を検出する温度センサが取り付けられており、ヒート
ポンプ装置３０入口側に設置された吸引側温度センサ４５からの信号と、出口側に設置さ
れた吹出し側温度センサ４４からの信号を制御装置５０の制御手段に送ることで、空気の
乾きを予測し、乾燥工程の残時間を計算する。具体的には、出口温度と入口温度との差が
小さくなり、設定値を下回ったとき、乾燥が進んだものと判断し、残時間の調整および乾
燥運転の停止を行う。
【００４５】
　運転コース等のモードや各種機能の選択は、洗濯機本体１００の前面上部に設けられた
入力部１４から使用者が入力して行い、制御装置５０が、その入力情報を基に、入力部１
４上の表示手段（図示せず）で表示して使用者に知らせる。
【００４６】
　図３は、本発明の実施の形態におけるドラム式洗濯乾燥機のヒートポンプ装置の構成を
示す平面図である。
【００４７】
　ヒートポンプ装置３０は、排気風路接続部３１ａおよび給気風路接続部３１ｂと接続さ
れており、外郭３１の中に圧縮機３２、放熱器３３、減圧器３４および吸熱器３５を設け
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、これらは配管３６等で連結され、内部に冷媒３７が充填されている。
【００４８】
　まず、圧縮機３２にて冷媒３７を高温高圧とし、放熱器３３にて外郭３１内の空気と熱
交換を行い、熱を与え冷媒３７は液化する。その後、減圧器３４で低温低圧となり、次に
置かれた吸熱器３５にて外郭３１内の空気と再び熱交換を行い、熱を奪うことで空気を除
湿し、冷媒３７は気化する。気化した冷媒３７は圧縮機３２へと戻り、一連の冷凍サイク
ルを形成する。
【００４９】
　除湿した水は、ヒートポンプ装置３０に取り付けたポンプ３８によって外部へと排水す
る。なお、ポンプ３８は、ヒートポンプ装置３０以外の場所に取り付けることも可能であ
り、またポンプ３８を使わずに自然排水することも可能である。
【００５０】
　また、配管３６には、複数の冷媒温度センサ３９が取り付けてあり、配管３６表面の温
度から内部の冷媒３７の温度を検出することができる。圧縮機３２は、制御手段および圧
縮機駆動回路（図示せず）等により、内部シリンダーの回転数を変更することが可能であ
り、冷媒温度センサ３９からの信号に応じて、圧縮機駆動回路にて回転数を制御すること
ができる。
【００５１】
　なお、冷媒温度センサ３９にて冷媒温度を検出しているが、圧力センサなどにて冷媒サ
イクルの状態を把握してもよい。
【００５２】
　また、冷媒３７としては、ＨＦＣ（ハイドロフルオロカーボン）系冷媒、ＨＦＯ（ハイ
ドロフルオロオレフィン）系冷媒、二酸化炭素冷媒などの一般的な冷媒を使用することが
できる。
【００５３】
　以上のように構成されたドラム式洗濯乾燥機について、以下その動作、作用を説明する
。
【００５４】
　前述の通り、減圧器３４と圧縮機３２との間は低圧状態となっており、減圧器３４のし
ぼり量や圧縮機３２の回転数に応じて圧力の下がりが変わる。乾燥運転開始直後すぐに圧
縮機３２の回転数を高く設定した場合、低圧側が理想値を下回る低圧になることもあるた
め、圧縮機３２の回転数を低く維持することがある。しかしながら、低い回転数の場合、
冷媒３７の温度差を作りにくく、また冷媒３７の循環量も減るため、低回転数を長く維持
することで乾燥にかかる時間が増加することがある。
【００５５】
　低圧側が理想値を下回る低圧になる例としては、ドラム式洗濯乾燥機が長時間低温下に
晒され、かつ、洗濯乾燥運転の洗濯工程において、例えば、ヒータ等を用いた温水コース
の洗浄工程で温水を用いた洗浄を行う例がある。温水を用いた洗浄では、その後の工程に
て温められた衣類を脱水するとき、温風がヒートポンプ装置３０に到達する。温風は配管
３６を通じ冷媒３７を温め、気化し圧縮機３２へ移動する。圧縮機３２は熱容量が大きい
場合が多く、容易に温まらないため、移動した冷媒３７は圧縮機３２で液化して堆積し、
この状態で圧縮機３２を駆動させると、低圧側が理想値を下回る低圧になりやすい。
【００５６】
　図４は、本発明の実施の形態におけるドラム式洗濯乾燥機の乾燥工程前における圧縮機
の制御フローチャートである。
【００５７】
　乾燥工程の前に、洗浄、すすぎ、脱水の連続した工程、あるいは、それぞれ個別の工程
運転が行なわれる。使用者により運転コースが選択され、運転が開始されると、ステップ
Ｓ１にて、冷媒温度センサ３９で初期冷媒温度Ｔｏを検知する。Ｔｏが所定温度Ｔａ以上
の場合（ステップＳ１のＮＯ）は、乾燥工程開始まで圧縮機３２は駆動しない（ステップ
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Ｓ６）。
【００５８】
　Ｔｏが所定温度Ｔａ以下の場合（ステップＳ１のＹＥＳ）は、ステップＳ２にて、使用
者が選択した運転コースの設定水温が所定温度以上かどうかを判定し、所定温度以下の場
合（ステップＳ２のＮＯ）は、乾燥工程開始まで圧縮機３２は駆動しない（ステップＳ６
）。所定温度以上の場合（ステップＳ２のＹＥＳ）に、現在の運転状況を確認し（ステッ
プＳ３）、洗浄～脱水を行なっている場合（ステップＳ３のＹＥＳ）は、ステップＳ４に
て圧縮機３２を低速で回転させる予備運転を行なう。
【００５９】
　このとき、冷媒の温度を検知するタイミングは、洗濯水が水槽３に供給される以前の洗
浄工程開始前である。これにより、乾燥工程よりも早くに圧縮機の加熱が必要か否かを判
断することができる。よって、効率的に乾燥運転に移行できる。また、洗浄工程の温かい
洗濯水が使用されるよりも前に、冷媒温度センサ３９による温度検知を行うことができ、
洗濯水の温度の影響を受けずに温度検知をすることができる。このため、精度よく冷媒の
温度検知を行うことができる。
【００６０】
　そして、冷媒温度Ｔを検知して（ステップＳ５）、冷媒温度がＴｂ以上まで上がる（ス
テップＳ５のＹＥＳ）と、乾燥工程開始まで圧縮機３２の予備運転を停止して（ステップ
Ｓ６）、乾燥工程のシーケンスへと移行する。
【００６１】
　以上の制御フローにて、圧縮機３２の予備運転を洗浄、すすぎ、脱水いずれかより開始
し、圧縮機３２の温度を高めることで、圧縮機３２の中で液化している冷媒３７の気化を
促し、乾燥工程開始時に圧縮機３２の回転数を高く設定することができ、ヒートポンプ装
置の性能を所定通りに効率良く発揮することができる。
【００６２】
　なお、圧縮機の予備運転は、圧縮機３２で設定しうる下限の回転数を保持し、圧力変動
を極力減らした状態で圧縮機３２を運転し続ける。この運転により冷媒３７の合計熱量は
徐々に増加してゆき、乾燥工程開始時には高い回転数で運転を開始することができる。圧
縮機３２の低速回転または加熱手段として例示される。
【００６３】
　また、本実施の形態では、予備運転は、冷媒温度が予め設定してある温度になったとき
、圧縮機３２の運転を停止するが、乾燥工程開始まで低い回転数を維持してもよい。
【００６４】
　また、本実施の形態では、加熱手段は設定しうる下限の回転数で圧縮機の予備運転をす
るとしているが、圧縮機を回転させずに、通電のみで圧縮機を温めて冷媒温度を上げても
よい。また、圧縮機を加熱するヒータを設けて、ヒータに通電することにより圧縮機を温
める構成としてもよい。
【００６５】
　また、本実施の形態では、冷媒温度センサ３９で冷媒温度を検知して判定し次のステッ
プへ移行しているが、循環風路４７の吹出し側温度センサ４４、吸引側温度センサ４５の
信号や、ドラム内に設置した温度センサ（図示せず）の信号にて判定してもよい。
【００６６】
　また、本実施の形態では、入力部１４にて使用者が選択し設定した運転設定情報にて水
温が所定温度以上になるかどうかを判定しているが、これの代わりに吹出し側温度センサ
４４、また吸引側温度センサ４５の信号から、乾燥工程ではないのに循環風路４７に温風
が流れてきたということを検知して、水温が所定温度以上になるかどうかを判定してもよ
い。
【００６７】
　また、冷媒の温度を検知するタイミングは、洗浄工程の開始以前としたが、脱水工程の
開始以前としてもよい。これにより、脱水工程の開始以前に温度検知をするので、乾燥工
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程よりも早くに圧縮機の加熱が必要か否かを判断することができる。よって、効率的に乾
燥運転に移行できる。さらに、水槽内の所定温度以上の洗濯水により、水槽内の温度は高
くなっている。脱水工程時に、回転ドラムが高速で回転すると、回転ドラムが送風手段と
なり、水槽内の温かい空気が循環風路からヒートポンプ装置に導入される。脱水工程の開
始以前に風路温度センサによる温度検知を行うことにより、洗濯水の温度の影響を受けず
に温度検知をすることができ、精度よく風路の温度検知を行うことができる。
【００６８】
　以上のように、本実施の形態においては、乾燥工程開始前に、事前に、冷媒温度センサ
にて冷媒温度を検知し、その冷媒温度が所定温度以下で、かつ、入力部にて設定水温値が
所定水温値以上の運転コースが選択された場合に、圧縮機を低速回転させることにより、
または、通電のみをさせることにより、冷媒温度を所定温度以上に上昇させて、乾燥工程
へ移行させるものであり、これにより、ヒートポンプ装置の性能を所定通りに効率良く発
揮でき、省エネ性能も高くすることができる。
【００６９】
　（実施の形態２）
　図５は、本発明の実施の形態２における洗濯乾燥機の模式図である。実施の形態１とは
、温度センサが検知する対象、温度検知のタイミング、加熱手段が異なる。以下、実施の
形態１と異なる部分を説明する。
【００７０】
　循環風路４７には、循環風路４７を流れる乾燥用空気の温度を検知する吹出し側温度セ
ンサ４４および吸引側温度センサ４５が設けられている。吹出し側温度センサ４４および
吸引側温度センサ４５は、風路温度センサとして例示される。吹出し側温度センサ４４は
、送風機４０を通過し、水槽３に供給される前の循環風路４７内に設けられる。吸引側温
度センサ４５は、水槽３から排出され、吸熱器３５に供給される前の循環風路４７内に設
けられる。吹出し側温度センサ４４および吸引側温度センサ４５の出力から、回転ドラム
１内の衣類等の洗濯物の乾燥状態が検知される。
【００７１】
　圧縮機３２の下部には、圧縮機３２を加熱するヒータ１３０が設けられている。ヒータ
１３０は、圧縮機３２の外郭であるケーシングを取り巻くように取り付けている。なお、
ヒータ１３０は、圧縮機３２の温度を迅速に上昇させるために、圧縮機３２の上部から下
部にかけて加熱するように取り付けられてもよい。
【００７２】
　また、水槽３の下方には、洗濯水を温める洗濯水加熱ヒータ１５が設けられている。水
温よりも高い洗濯水を使用する運転コースが洗濯された場合、洗濯水加熱ヒータ１５の通
電により洗濯水が加熱される。
【００７３】
　以下、本実施の形態における動作、作用を説明する。
【００７４】
　使用者が、入力部１４を介して運転コースを選択し、スタートボタンを押して洗濯が開
始される。洗濯水は、洗剤ケースを通じて水槽３内に供給される。使用者が選択した運転
コースの水温が所定の温度よりも高い、例えば４０度コースであれば、洗濯水加熱ヒータ
１５の通電により、洗濯水が加熱される。洗濯物の布量に応じた洗濯水が供給されると給
水が停止される。モータ５により、回転ドラム１が回転すると、洗濯物は突起板６により
持ち上げられ、回転ドラム１の上方から下方に叩きつけられる。叩きつけられる時の機械
的作用により、洗濯物の汚れは落とされる。所定の洗浄時間が経過すると、洗浄工程は終
了する。
【００７５】
　その後、排水弁１１が開かれ、洗濯水は排水される。このとき、吹出し側温度センサ４
４と吸引側温度センサ４５は温度検知をする。排水が終了すると、中間脱水工程に移行す
る。中間脱水工程では、洗濯物が遠心力により回転ドラム１の内壁に張り付くような、高
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速度で回転ドラム１が回転する。このとき、回転ドラム１の高速回転により、送風手段と
なり、水槽３内の温かい空気が循環風路４７内へ移動する。循環風路４７に浸入した温か
い空気は、ヒートポンプ装置３０に到達し、循環風路４７に位置する配管３６を温める。
循環風路４７内の冷媒は、熱容量が比較的小さいために温められて気化し、圧縮機３２へ
移動する。しかし、圧縮機３２は熱容量が大きく温度が上がりにくいため、圧縮機３２へ
移動した冷媒は、圧縮機３２内で液化する。このような現象は、圧縮機３２内の回転ドラ
ム１の高速回転より前に検知した風路温度が、選択された運転コースの洗濯水温度と１０
度以上の差がある場合に起きやすい。よって、所定の温度、本実施の形態においては、３
０度よりも低い場合、ヒータ１３０を加熱することにより、圧縮機３２を加熱し、圧縮機
３２内での冷媒の液化が防止される。
【００７６】
　なお、本実施の形態において、風路温度センサは吹出し側温度センサ４４と吸引側温度
センサ４５とを有することとしたが、どちらか一方でも温度検知は可能である。
【００７７】
　また、吹出し側温度センサ４４および吸引側温度センサ４５による温度検知は、洗濯水
が加熱される工程よりも前に行われこととしてもよい。より好ましくは、洗濯水が供給さ
れる以前に行われる。これにより、洗浄工程の温かい洗濯水が使用されるよりも前に、風
路温度センサ（吹出し側温度センサ４４および吸引側温度センサ４５）による温度検知を
行うことができ、洗濯水の温度の影響を受けずに温度検知をすることができる。このため
、精度よく冷媒の温度検知を行うことができる。
【００７８】
　また、中間脱水工程前に温度検知をすることとしたが、洗浄工程、すすぎ工程に続いて
行われる最終脱水工程の前に温度を検知することとしてもよい。
【産業上の利用可能性】
【００７９】
　以上のように、本発明にかかるドラム式洗濯乾燥機は、乾燥工程開始前に圧縮機を予備
運転することにより、ヒートポンプ装置の性能を所定通りに効率良く発揮でき、省エネ性
能も高くすることが可能となるので、乾燥機能を有する他の衣類乾燥機や洗濯乾燥機など
の用途に適用できる。
【符号の説明】
【００８０】
　１　回転ドラム
　３　水槽
　５　モータ
　１４　入力部
　３０　ヒートポンプ装置
　３２　圧縮機
　３３　放熱器
　３４　減圧器
　３５　吸熱器
　３６　配管
　３７　冷媒
　３９　冷媒温度センサ
　４０　送風機
　４４　吹出し側温度センサ
　４５　吸引側温度センサ
　４７　循環風路
　１００　洗濯機本体
　１３０　ヒータ
　１３９　温度検知手段（風路温度センサ）
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